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日本における猛暑と大雨の実態に関する研究
―「異常気象」の解明を目指して　―

報 告 者 　藤部　文昭（予報研究部）　栗原　和夫（環境・応用気象研究部）

１．はじめに

昨年（平成16年）の猛暑や豪雨の頻発に関する関心の

高さに象徴されるように、近年「異常気象」の実態解明に

対する業務的・社会的要請が高まっている。気象研究所で

は、これまで防災情報の高度化や気候変動の解明・予測を

目的にした各研究計画の中で異常気象の研究を進めてきて

おり、今年度からは融合型経常研究「日本の異常気象の実

態及び気候変動との関連に関する研究」（17～19年度：

予報、気候、台風、環境・応用気象、物理気象研究部）を

開始した。本報告では、これまでの研究で得られた日本の

猛暑（夏季高温）と大雨の長期変動についての実態を紹介

するとともに、地球温暖化に伴う日本付近の気候変化を地

域気候モデルによる研究結果をもとに示す。

２．研究成果

２．１．近年の猛暑の実態と経年変化

第1図は1994年から2002年における最高気温38℃

以上の日数の分布である(1)。38℃以上の日数は三大都市圏

の内陸側で多い。これらの地域では、大都市圏のヒートア

イランドと海風の相互作用による夏の日中の気温上昇傾向

が指摘されており(2)(3)、猛暑の原因の一端として都市化が関

わっていることが推測される。

しかし、過去20～30年間の盛夏の気温変化傾向を見

ると（図略）、関東から九州にかけて都市に限らずに1～2

℃の昇温があり、その反面北海道では気温が下がっている。

このように、近年の大都市圏の猛暑は前述の都市化の効果

に北日本の低温化・関東以西の高温化という全国規模の気

温変化傾向が加わった結果であると見なすことができる。

２．２．大雨と無降水日数の長期変動

大雨の長期的な変化を広域で知るためには、日々あるい

は時刻別のデータがデジタル化されていることが望ましい。

気象庁では数年前から、観測開始以来の日・時間降水量デ

ータのデジタル化を進め、日降水量に関しては全国51地

点の1901年以降のデータが整備された。第2図はこのデ

ータを使って、大雨（降水量100mm以上）、弱い雨（1

～5mm）および無降水（1mm未満）の日数の経年変化を

示したものである。それぞれ長期的な変動があるが、100

年間を通じた変化傾向としては、弱い雨の日数は減少し、

大雨と無降水の日数は増加している。大雨の増加傾向は短

時間（4時間、1時間）の降水の統計についても認められ

る(4)。一方、数日から1ヶ月間にわたってほぼ無降水の状態

になる頻度も増加しており、日本の降水は「降らないか、

まとまって降るか」という二極化傾向が現れている。

強い降水の増加傾向は国外でも見出されている(5)。その理

由の1つとして、温暖化に伴って大気中の水蒸気が増え、

対流性降水が増して降水がより集中化する効果が働くとの

見方もある。

２．３．温暖化時の気候変化予測

温暖化が進行した場合日本周辺でどのような気候変化が

起きるかを気象研究所の地域気候モデルで予測した。予測

のためには大気中の二酸化炭素濃度の変化を仮定しなけれ

ばならないが、これにはSRES A2シナリオ（6）を用いた。

温暖化時（2081年から2100年の20年間平均を想定）

に予測された日本周辺の年平均気温の上昇を第3図に示す。

日本では気温は現在に比べて2.4℃以上上昇すると予測さ

れる。北海道のオホーツク海沿岸では特に値が大きく、4℃

以上の値も見られる。平均気温の上昇は明瞭な年変化を示し、

夏季の上昇は冬季より1℃程度小さい。このような温度上

昇に伴い、35℃以上の気温は、関東地方で年間に4日以上

増えると予想されている。(7)(8)

降水量も全国的に増加する。しかし、その変化は季節や

地域により現れ方が異なる。第4図は日本周辺で平均した

第２図　日降水量100ｍｍ以上、1～5ｍｍ、および1ｍｍ未満の年
間日数の変化。全国51地点の4年ごとの平均値を表示。

第１図　最高気温38℃以上の年間日数。1994～2002年の資料によ
る。○の直径の対数が日数に比例するように描いてある。+は発
現なし。
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日降水量の年変化を現在と温暖化時について示したもので

ある。これによると、降水量が増えるのは6－9月の夏季

であり、そのほかの季節はあまり変わらないか、減少する

時期もあると予想される。このような夏季の降水量の増加

は、西日本を中心としたものであり、北日本などでは現在

と大きな変化はないと予測されている。(7)(8)

　西日本では、降水量が増加すると同時に、強い雨の頻度

が増加する。第5図は、西日本での１時間降水量ごとの発

生頻度の増加率を示したものである。6月には増加率はほ

ぼ1であり、現在と温暖化時に大きな差はないが、7月に

なると温暖化時には頻度が増加する。特に１時間降水量が

大きいほど頻度の増加が明瞭になる。(9)

　温暖化時における西日本を中心としたこのような降水の

形態の変化は、日本付近の亜熱帯高気圧の振る舞いの変化

に伴うと考えられる。温暖化時には、夏季に日本南方の亜

熱帯高気圧の循環が強まり、西日本への水蒸気の輸送が強

まるとともに、梅雨前線が日本の南岸に長期間停滞しやす

くなる。このような対規模場を背景に、西日本を中心とし

て降水量が増大し、強い降水の頻度も増加すると予測され

ている。(7)(8)

３．まとめ

(1) 日本の猛暑は三大都市圏の内陸部を中心として発生し

ており、近年の全国規模の気温変動と重なって増加してい

る。

(2) 過去100年間の長期変動において、大雨と無降水の日

数がともに増加している。

(3) 地球温暖化が進行したとき、地域気候モデルによれば

日本では気温が2.4～４℃上昇すると予測される。

(4) 温暖化時には、6－9月に西日本を中心に降水量が増

大し、強い降水の発生頻度も増大する。

　今後の課題として、地域や季節別に見た異常気象の長期

変動の特性、グローバルな気候変動との関連の解明等が挙

げられる。今年度開始した融合型経常研究においては、こ

れらの課題に対応するため、都市化の寄与や東アジア域の

異常気象及び大規模循環場の変動との関連を含め多角的な

視点から日本の異常気象の解明を進めていく予定である。
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第３図：温暖化時における年平均気温の上昇（単位℃）。図は
温暖化時と現在との気温の差を示す。

第４図：日降水量の年変化（単位ｍｍ/day）。日本周辺の25N―40N、
125E―142Eの領域の平均値。白丸は現在、赤丸は温暖化時。い
ずれも地域気候モデルによる計算結果を示す。

第５図：西日本における1時間降水量ごとの発生頻度の増加率
　（温暖化時と現在との比）。


